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新型コロナウィルス感染症の拡大に伴う学会等の開催中止/代替措置への 

対応について 

 

平素は横浜市立大学学術研究会の活動にご協力をたまわり、厚く御礼申し上げます。 

さて、新型コロナウィルス感染症の拡大の影響で、学会等の学術教育イベントが中止、な

いし代替措置が講じられているとの報を受けております。 

そこで、本会の助成事業（以下３事業）につき、次のとおり対応方針を定めましたので、

お知らせ申し上げます。 

 

１． 学会等助成金および退職記念事業助成金について 

本会からの助成金をすでに受領したが、当該イベントを中止、または代替措置を講じるこ

ととなったケースが次の方針の対象となります。 

（1）費用がすでに発生しており、開催を中止したとしても支払いを避けられない場合 

原則として、助成金の全額返還は求めません。ただし、発生している費用に関する主催団

体との負担割合につき、報告書で合理的な説明がなされることを条件といたします。 

（2）代替措置を講ずるため、費用が発生する場合 

 原則として、助成金の全額返還は求めません。ただし、使途につき、報告書で合理的な説

明がなされることを条件といたします。 

  

２． 学会等参加補助について 

発表を予定していた学会から参加登録料の返金がなされず、かつキャンセルポリシーに

「講演要旨に記載された研究成果を発表したとみなす」旨明言されているケースが次の方

針の対象となります。 

報告書や提出した証拠物等から上記の事実が明らかであると運営委員会が認めたケース

についても同様です。 

補助金の申請/受給は可といたします。通常の申請書類と合わせ、キャンセルポリシー文

書のハードコピーないしそれに準ずるものを提出してください。 

上記以外のケースにつきましては、下記までご相談ください。 
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